
1985年出上の木簡
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。
玉
津
田
中
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
玉
津
町
田
中

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
五
月
を

一
九
八
五
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
三
郎

。
加
古
千
恵
子

。
中
川
　
渉

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
？
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
後
期
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

三

一
協
の
調
査
対
象
範
囲
を
玉
津
田
中
遺
跡
と
呼
称
し
て
い
る
。
玉
津
田
中

遺
跡
は
、
明
石
川
中
流
の
左
岸
に
拡
が
る
沖
積
平
野

（標
高
〓
ハ
を
一
八
ｍ
）
に

立
地
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
部

分
で
あ
る
が
、
標
高
二
二
ｍ
前

後
の
洪
積
段
丘
上
に
も
遺
跡
の

存
在
を
確
認
し
て
い
る
。

呪
符
木
筒
が
出
上
し
た
遺
構

は
、
径
二

。
一
ｍ
、
深
さ

一
・

一
ｍ
の
円
形
の
上
羨
で
、
羨
底

に
礫
を
お
き
、
そ
の
上
に
厚
さ

一
〇
Ｃｍ
ほ
ど
の
檜
皮
を
敷
き
つ

一

め
て
い
た
。
木
簡
は
、
檜
皮
層
の
中
か
ら
出
土
し
た
。
他
に
、
火
烙
の
形
を
し

た
木
製
品
、
平
瓦
、
土
器
が
伴
出
し
て
始
り
、
須
恵
器
か
ら
平
安
時
代
末
を
鎌

倉
時
代
初
頭
に
比
定
で
き
る
。

中
世
の
遺
構
と
し
て
は
、
池
状
遺
構
、
鍛
冶
炉
、
溝
状
遺
構
な
ど
が
あ
る
。

池
状
遺
構
の
上
層
か
ら
は
、
数
万
点
に
お
よ
ぶ
土
師
器
の
小
皿

・
郭
を
中
心
と

す
る
完
形
品
が
出
土
し
て
お
り
、
下
層
か
ら
は
、
将
棋
の
駒
、
独
楽
、
下
駄
、

漆

へ
ら
な
ど
の
木
製
品
、
漆
器
椀
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
地
区
か
ら
、

墨
書
土
器
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

（符
篠
）急

く
如
律
令
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］Φｏｙ
∞ギ
∞
〓
Φ

出
上
し
た
木
簡
は
一
点
の
み
で
、
柾
目
材
を
使
用
し
て
お
り
、
上
端
部
は
欠

損
し
て
い
る
。
判
読
で
き
る
文
字
の
上
部
に
も
、
墨
書
の
あ
と
が
み
え
る
。

（山
本
三
郎
）

(高 砂)




